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アンケートによる実態調査
実施概要

◼ 調査の実施概要は以下のとおり。

調査の目的 ◼ 東証上場食品企業における持続可能性に配慮した輸入原材料調達に係る取組の実施の有無の把握

実施方法

◼ アンケート実施方法：オンラインのアンケートフォーム及び紙による調査票の回収

◼ 調査票及び回答依頼状を136社に郵送

◼ 農林水産省を通じて食品関連の業界団体にアンケートの周知及び協力を依頼

調査対象・

回収数（回収率）

◼ 調査対象：東証上場食品企業（業種区分が「食品」となっている企業）

◼ 調査対象企業数：136社（2024年7月時点での該当企業。該当企業は138社であるが、伊藤園と伊藤園
優先株式は伊藤園一社としてカウント。また、北海道コカ・コーラボトリングとコカ・コーラ ボト
ラーズジャパンホールディングスは調達が一元化されているため2社を1社としてカウント。

◼ 回収数：36社（約26%）

実施時期 ◼ 2024年12月20日（金）（発送日）~2025年1月17日（金）
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アンケートによる実態調査
調査票

◼ 質問票は下記のとおりである（個人情報の取り扱いについての確認事項と問い合わせ先の連絡先は省略）。
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アンケートによる実態調査
回答企業属性

◼ 回答企業の属性の内訳は下記のとおりである。

市場・商品区分 企業数

スタンダード 8

プライム 25

不明 3

合計 36

回答企業市場・商品区分（東証上場銘柄市場・商品区分別）
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アンケートによる実態調査
回答企業属性

◼ 回答企業の従業員数の内訳は下記のとおりである。

3. 御社の従業員数を教えてください（連結） 【単一回答、n=36】

従業員数 企業数 構成比

20人以下 0 0.0%

21～299人 2 5.6%

300～2,000人 12 33.3%

2,001～9,999人 17 47.2%

10,000人以上 5 13.9%

合計 36 100.0%



19 Mitsubishi UFJ Research and Consulting

LINE 本文ページ

アンケートによる実態調査
回答企業属性

◼ 回答企業の売上高の内訳は下記のとおりである。

4. 御社の売上高を教えてください。（直近年度、連結） 【単一回答、n=36】

売上高 企業数 構成比

10億円以下 0 0.0%
10億円超～100億
円 0 0.0%
100億円超～
1,000億円 16 44.4%
1,000億円超～
5,000億円 11 30.6%

5,000億円超～ 9 25.0%

合計 36 100.0%
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アンケートによる実態調査
アンケート調査から得られた示唆の整理

◼ アンケート調査から得られた主な示唆は以下のとおりである（詳細は巻末資料 1のアンケート集計結果を参照）。

マテリアリティの

作成状況

◼ プライム市場の回答企業や、従業員数や売上高に見る規模の大きな回答企業はマテリアリティ（重要課
題）を作成しているが、スタンダード市場の回答企業や、規模の小さな回答企業はマテリアリティを作
成していないことが少なくない。

◼ マテリアリティが作成されていないこととあいまって、マテリアリティに持続可能性に配慮した原材料
調達を掲げているスタンダード市場の回答企業や、規模の小さな回答企業は少数派だった。

持続可能性に配慮し
た原材料調達の対象
範囲

◼ 持続可能性に配慮した原材料調達のために何らかの取組をしている回答企業のほとんどが、日本国内か
海外からの調達の両方を対象にした（または両者を区別しない）かたちで取組を実施していた。

調達方針等の
作成状況

◼ プライム市場の回答企業はスタンダード市場の回答企業よりも調達方針やサプライヤー行動規範を作成
している割合が大きかった。

◼ 従業員数や売上高に見る規模が大きな回答企業になるほど、調達方針やサプライヤー行動規範を作成し
ている割合が大きかった。

取組の公表媒体

◼ 持続可能性に配慮した輸入原材料調達に取り組んでいることの公表媒体として、ウェブサイトや有価証
券報告書以外の開示情報を利用している回答企業が多く、有価証券報告書の中では必ずしも取組が開示
されているとは限らなかった。

◼ プライム市場の回答企業や規模の大きい回答企業は複数の媒体で持続可能性に配慮した輸入原材料調達
に取り組んでいることの公表を行っていた。

取組の課題とメリッ
ト

◼ 持続可能性に配慮した輸入原材料の調達において回答企業が抱える課題として、一次サプライヤーより
も上流までのトレースや実施のためのコストの大きさ、コストを商品価格等に転嫁できないことが上位
に挙がっていた。

◼ 持続可能性に配慮した輸入原材料の調達を実施することについて回答企業が認識するメリットとして、
自社のブランドイメージ等の向上、持続可能な経済・社会の実現への貢献が上位に挙がっていた。
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調査結果の分析

◼ IR資料を参考とした実態調査及びアンケートによる実態調査に基づき、持続可能性に配慮した輸入原材料調達に係る取組の実施
状況について、以下のとおり傾向等を分析した。

企業規模別の取
組実施状況

◼ 従業員数や売上高に見る規模の大きな企業はマテリアリティ（重要課題）や調達方針、その他取組（第三者認
証品の調達等）を進めている傾向にあり、規模の小さい企業は取組が実施されていないことが少なくない。

➢ 食品企業における持続可能性に配慮した輸入原材料の取組をさらに広めるためには、規模の小さい企業の
取組促進が不可欠であると言える。

上場市場別の取
組実施状況

◼ プライム市場上場企業はマテリアリティ（重要課題）や調達方針、その他取組（第三者認証品の調達等）を進
めている傾向にあり、スタンダード市場やグロース市場等に上場している企業は取組が実施されていないこと
が少なくない。

➢ 食品企業における持続可能性に配慮した輸入原材料の取組をさらに広めるためには、スタンダード市場や
グロース市場等の上場食品企業の取組促進が不可欠であると言える。

公表媒体の傾向

◼ 持続可能性に配慮した輸入原材料調達に取り組んでいることの公表媒体として、ウェブサイトや、有価証券報
告書以外の開示情報の利用が多く、有価証券報告書の中では必ずしも取組が開示されているとは限らない。

◼ また、比較的規模の小さい食品企業では持続可能性に配慮した原材料調達に限らず、持続可能性に関する開示
が進んでいないことがある。

➢ 取組を進めている食品企業についてはその取組が社会からも適切に評価してもらうためにも開示を促して
いくことが重要であると言える。

持続可能性に配
慮した原材料調
達の対象範囲

◼ 持続可能性に配慮した原材料調達のために何らかの取組をしている食品企業のほとんどが、日本国内と海外か
らの調達の両方を対象にした（または両者を区別しない）かたちで取組を実施していた。

➢ 開示情報から食品企業の取組実態を調査する際、「輸入」という記載が明示されていなくても、持続可能
性に配慮した原材料調達をしていると判断できる場合は、輸入原材料調達も包含すると評価できると言え
る。
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有識者へのヒアリング
有識者ヒアリング及びKPI評価指標への示唆

◼ みどりの食料システム戦略における持続可能性に配慮した輸入原材料調達のKPIの達成状況を評価するための妥当な指標につい
て理解を深めることを目的に、当該分野に高度な専門性を有する2名の有識者にヒアリングを実施した。

⚫ 高橋 大祐 氏（真和総合法律事務所 弁護士）

⚫ 櫻井 洋介 氏（法政大学人間環境学部 准教授）

◼ 有識者のヒアリングからKPIの達成状況の評価基準について以下の示唆を得ることができた。

⚫ 何をもって持続可能性に配慮した原材料調達として評価できるかは様々な見解があって誰もが納得できる指標を設定すること
は非常に難しい。

⚫ マテリアリティは当該企業が注力することの宣言にとどまるものであり、すでに何らかの取組をしていることを評価する指標
にすることは難しい。

⚫ コミットメントをすることが第一歩であり、持続可能性に配慮した原材料調達の最初のステップとして調達方針の策定がある。
調達方針は企業の持続可能性に配慮した原材料調達をするというコミットメントを示すものであり、調達方針がなければその
後のステップも進まないことから、調達方針を策定することは持続可能性に配慮した原材料調達に取り組むうえで重要である。
OECDの責任ある企業行動のためのデュー・ディリジェンス・ガイダンスでも、方針を策定して自社の経営の意思決定に入れ
ることが最初のステップである。

⚫ 第三者認証品の調達も持続可能性に配慮した原材料調達の重要な取組である。ただし、すべての品目で認証品があるわけでは
なく、どの程度認証品を調達していれば持続可能性に配慮した原材料調達として十分かという基準があるわけではない。

⚫ 調達方針を策定していなくても、持続可能性に配慮した調達に関する取組を実施している企業は存在し、調達方針がないとた
だちにだめということではないが、東証スタンダード市場上場企業くらいであれば、方針はしっかり設けてもらうことは重要
である。すでに取り組んでいるのであれば、調達方針を策定することは難しいことではない。

◼ ヒアリングにより、妥当なKPIの評価基準の設定は難しい課題であるものの、マテリアリティは指標としては不十分であるとい
え、代わりになる、より妥当な評価指標としては、企業が持続可能性に配慮した原材料調達をするというコミットメントであり、
その取組の最初のステップである調達方針の策定が考えられるとの示唆を得た。マテリアリティに持続可能性に配慮した原材料
調達を含める食品企業の割合は引き続き把握しつつも、みどりの食料システム戦略のKPIの達成状況を判定するための指標とし
ては、調達方針が策定されていること（またはそれに準ずるものとして持続可能性に配慮した原材料調達をするという企業の経
営層のコミットメントがわかる情報があること）とするのも一案である。
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食品企業における研修用コンテンツの作成及び提供

◼ 持続可能性に配慮した輸入原材料調達に係る取組について、食品企業が社員研修等の場で活用できるコンテンツを作成する。

◼ 作成するコンテンツの形式は問わず、社員研修等の場で30 分程度の時間で活用されることを想定したものとし、対象は持続可
能性に配慮した輸入原材料調達に取り組む食品企業を増加させる観点から、取組を実施できていない食品企業とする。

実施目的

◼ 上記目的を踏まえ、研修用コンテンツを作成した（作成した研修用コンテンツは巻末資料 2を参照）。

◼ 企業担当者自らが研修プログラムを構築・実行したり、研修用コンテンツを用いた講師をできない場合を想定して、本事業内で
研修用コンテンツの活用・研修実行支援のために、研修用コンテンツにナレーションを入れた動画を作成した。

実施概要

◼ 作成したコンテンツを食品企業に周知するため、農林水産省のホームページ上に掲載し公開するとともに、「東証上場食品企業
における持続可能性に配慮した輸入原材料調達に係るアンケート調査」の対象となった企業にご案内した。

◼ 農林水産省ホームページのリンク先は以下のとおり。

食品企業における持続可能性に配慮した原材料調達：農林水産省

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/sanki/soumu/tyoutatu.html

コンテンツの周知

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/sanki/soumu/tyoutatu.html
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/sanki/soumu/tyoutatu.html

